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研究成果の概要（和文）：　屋久島と周辺の島嶼において潜水採集等で得られた魚類標本や魚類の水中写真に基づいて
魚類相の研究を行った。その結果、多くの新種や日本初記録種を発見し論文に発表した。また、西部太平洋に広く分布
するハタ科アカハタの個体群構造を遺伝的に解析した結果、日本本土の個体群は琉球列島及びそれ以南の個体群とは大
きく異なること、小笠原諸島の個体群は伊豆諸島・本州の個体群に近いことを明らかにした。さらに、奄美群島の島々
を調査することによって温帯性魚類の南限が種子島にあり、屋久島の魚類相は琉球列島の魚類相に類似することが判明
した。これらの結果は、黒潮が温帯域の浅海性魚類の南下を妨げる障壁であるという仮説を支持する。

研究成果の概要（英文）：Fishes of Yaku-shima Island and the adjacent areas were studied on the basis of 
specimens collected by SCUBA and underwater photographs of fishes. The study resulted in finding many new 
species and new records of fishes from Japan. Based on this study, a large field guide to fishes of 
Yoron-jima Island, the southern most island in the Amami-oshima island group, was published. Comparisons 
of fish faunas in Yaku-shima Island and the adjacent areas showed that the fish fauna of Yaku-shima 
Island is more similar to that of the Ryukyu Islands than to that of Kyushu Island. This study showed 
that the southern distribution limit of temperate fishes is found in Tanega-shima Island. Comparisons of 
fish faunas in the study sites also showed that the Kuroshio Current makes an invisible barrier in the 
sea for shallow water fishes in the temperate Japanese sea when they try to move southward.
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１．研究開始当初の背景 
黒潮が浅海性魚類を含む熱帯性の海産生
物を南方から日本南部に運搬することはよ
く知られている（西村, 1992; Senou et al., 
2006）。黒潮は幅 100キロもあり、毎秒 3千
万～5 千万トンの海水を南から北へ運んでい
る。その速度は毎時 3～5 ノットに達する。
また、黒潮の影響は水深数百メートルに達す
ると言われている。つまり、黒潮は海中の強
大なベルトコンベヤーであり、陸上では決し
て見ることができない大規模な「スーパー大
河」である。これだけ強大な流れであるから、
生物を始めとして様々なものを南から北へ
大量に運んでいることは間違いないが、同時
にその「両岸」の魚類や無脊椎動物の分布を
分断しているかもしれない。そして、その可
能性は高いのではないだろうか。黒潮が「海
中の見えざる障壁」となって海洋生物の分布
を分断しているなら、日本南部の沿岸性魚類
の分布に何らかのパターンが見られるはず
である。 
我々は科学研究費基盤研究(A)｢黒潮と日本
の魚類相：ベルトコンベヤーか障壁か｣（課
題番号:19208019, 2007年度～2009年度）に
おいて南日本の 12 地点を選び、大量の魚類
画像データや標本データを用いて 12 地点の
魚類相の関係を研究した。その結果、本州中
部から九州南部と小笠原諸島の 7地点の魚類
相が一つのグループを形成し、残りの 5地点
（琉球列島）がもう一つのグループを形成す
ることを明らかにした（図 1）。 

図 1 南日本の 12地点における魚類相の関係。 

 
この結果は黒潮が強力な運搬機能を持つ
ことを示すと同時に、温帯性魚類の南下を阻
む強力なバリヤーとなっていることを強く
示唆した。特に興味深いのは小笠原諸島が琉
球列島と同緯度にありサンゴ礁が発達する
にもかかわらず、魚類相においては伊豆諸島

や本州中部のグループに含まれたことであ
る。さらに、我々の研究の結果は屋久島周辺
に温帯性魚類の南下を阻む障壁が存在する
ことを強く示唆した（松浦, 2012）。 

 
２．研究の目的 
我々による先行研究｢黒潮と日本の魚類
相：ベルトコンベヤーか障壁か｣（課題番号 
19208019）は黒潮が温帯性魚類の南下を妨げ
る強力なバリヤーとなっていることを強く
示唆した。また、黒潮障壁によって、本州中
部から九州南部と小笠原諸島の魚類相が琉
球列島の魚類相と明瞭に異なることが明ら
かになり、屋久島付近に二つの魚類相の境界
が存在することが示唆された。本研究の目的
は次の 4つである。（１）黒潮の流路に焦点
を当て、二つの魚類相の境界を明らかにする、
（２）浅海性魚類の個体群を形態的・遺伝的
に調査して、黒潮流路に沿った個体群構造を
明らかにする、（３）小笠原諸島及び周辺の
浅海性魚類相を調査して、同地域の魚類相と
南日本の他の地域の魚類相を詳細に調査し
て、小笠原諸島の浅海性魚類の動物地理学的
特性を明らかにする。（４）屋久島付近にお
いて黒潮流路が南北に変化するが、流路変更
と魚類相の変化に関係があるかどうかを調
査する。 

 
３．研究の方法 
魚類の採集は主にスキューバ潜水によって
行うが、漁船をチャーターして刺網や釣り、
延縄による採集も行う。採集した魚類はカラ
ー写真を撮影し、ホルマリンで固定した後に
形態的特徴を調査する。また、特定の魚種を
ターゲットとして黒潮流路における個体群構
造をDNAを用いて解析する。調査によって判明
した魚類の新種や初記録、各地域の魚類相の
特徴に関する論文を出版する。また、研究成
果を社会に還元するため公開シンポジウムを
最終年度に開催する。さらに、調査した地元
に研究成果を還元するため日本語の魚類フィ
ールドガイドを出版する。 
 
４．研究成果 
 屋久島及び周辺の島嶼において魚類の網
羅的採集を行った結果、屋久島の魚類相は琉
球列島のグループに含まれることが明らか
になった（図 2）。また、マダイ、オオニベ、
マハゼなど多くの温帯性魚類の南限は種子
島にあることが明らかになった。これらの温
帯性魚類は鹿児島県本土と種子島には分布
しているが、屋久島とそれ以南の島嶼には分



布していない。屋久島と種子島は 20km しか
離れていないが、魚類相は大きく異なること
が明らかになった。従来、南日本における浅
海性魚類の生物地理学的境界線はトカラ海
峡にあると考えられていたが、本研究によっ
て鹿児島県本土、硫黄島、竹島、種子島及び
与論島の魚類相を集中的に調査した結果、境
界線は屋久島と硫黄島・竹島・種子島の間に
位置することが明らかになった。 
小笠原諸島と伊豆諸島の中間に位置する
豆南諸島の魚類を採集して詳細に調査した
結果、豆南諸島が伊豆・小笠原諸島の魚類が
交流する拠点となっていることが明らかに
なった(Kuriiwa et al., 2014a)。 

 

図 2 南日本 12 地点の魚類相の関係。屋久島の魚

類相は琉球列島のグループに含まれる。 

 

さらに、西部太平洋の沿岸域に広く分布し
ているハタ科のアカハタの標本を南日本、台
湾、ベトナム及びマレーシアから採集し個体
群構造の遺伝的解析を行った。その結果、本
州中部から九州までの個体群は琉球列島及
びそれ以南の個体群と遺伝的に異なること
が明らかになった（Kuriiwa et al., 2014b, 図 3）。
すなわち、日本本土の個体群は南方の個体群
とは大きく異なり、黒潮バリヤー仮説を支持 

図 3 アカハタの種内個体群の遺伝的関係。 
 
する結果となった。さらに、小笠原諸島の個

体群は同緯度にある琉球列島の個体群とは
大きく異なり、伊豆諸島や日本本土の個体群
に近い。アカハタの遺伝的研究は、我々の先
行研究が強く示唆した小笠原諸島の魚類相
と伊豆諸島・本州中部の魚類相との類似性を
支持する。 
 本研究によって多くの新種が発見され、出
版されたが、特筆すべき新種として奄美大島
から発見されたフグ科のアマミホシゾラフ
グ Torquigenera albomaculosus Matsuura, 2014
を挙げることができる(Matsuura, 2015)。本種
の雄は奄美大島の海底の砂地（水深 25m）に
直径 2m の幾何学模様のある産卵巣を作る。
産卵巣の周辺には二重の土手のような隆起
があり、中心部から放射状に 24 本～30 本の
溝がある。このような産卵巣を作る魚類はこ
れまでに知られていなかった。魚類の分類ば
かりではなく、繁殖生態や行動の研究に大き
な影響を与える新発見と言える(図 4)。 

図 4 (上)アマミホシゾラフグの雄；(下)アマミ

ホシゾラフグの雄が作る直径 2m の産卵巣。 

 
 屋久島と奄美群島～八重山諸島の魚類の
種組成を比較するとほぼ一致することが明
らかになった。個別の種レベルで見ると、日
本本土や硫黄島、種子島に分布し、琉球列島
には生息しないカサゴ、オキゴンベ、ホンベ
ラなどは屋久島にも出現しないことが判明
した。一方、屋久島には琉球列島では稀なフ
チドリタナバタウオ、オキナヒメジ、カモハ
ラトラギスなど日本本土に分布する魚も生
息することに加えて、トカラ海峡を横断する
黒潮の南北に異所的に分布する姉妹種のペ
ア（例：クロサギとミナミクロサギ、ハコフ



グとミナミハコフグ）が屋久島では同所的に
出現する。このように屋久島の魚類相は琉球
列島のそれと一致する点が多いが、日本本土
の魚類相要素も含んでいる。これらの魚類相
の特徴は、黒潮流路が屋久島近海で 30 日～
50 日毎に定期的に南北に変動することや、そ
れに連動して変化する大隅分枝流の影響に
よるものと考えるのが妥当である。つまり、
黒潮が北方流路を取ると南方から運ばれて
きた魚類（特に仔稚魚や卵）が屋久島に振り
落とされて定着し、南方流路を取ると普段北
東向きに流れている大隅分枝流が逆流し、南
西方向に本土の魚類を屋久島に運んでいる
のだと考えられる。 
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〔その他〕 
報道関連：アマミホシゾラフグを新種とし
て発表した結果、国際生物種探査研究所（ニ
ューヨーク）によって｢世界の新種トップ 10
（2015 年）｣に選ばれ、朝日新聞、読売新聞、
毎日新聞、産経新聞、日経新聞、多くの地方
紙（共同通信を介して）によって 2015 年 5
月 22 日に報道された。また、NHK ニュースウ
オッチ９（2015 年 5 月 22 日）でも番組冒頭
で取り上げられた。 
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